
第 12 回 例題 

 

「静水時の速さ」とは，流れのない湖のような平なところを船が走ったと

きの速さです。すなわち，船自身の速さです。 

 「上りの速さ」「静水時の速さ」「下りの速さ」「流れの速さ」 には次の

ような関係があります。 

例えば，川の流れの速さを２，静水時の速さを５とすると， 

かかる時間は 

40÷24=1
2

3
 時間 

 60x
2

3
 = 40 分より， 

     1 時間 40分 

 

1 時間 40分 

= 20-16 

= 4 (km/時) 

   ↓ 

毎時 4km 

 
毎時 4km 

(2) (1)の 3 本線から下りの速さを求めます。 

  下りの速さ=静水時の速さ＋流れの速さ 

  ですから， 20+4=24(km/時) 



 

 

静水時の速さは 

流れの速さは 

上りと下りの速さを出し，3本線に書き入れ静水時の速さと流れの速さを出し

ます。 

上りの速さは 

  42÷3=14 (km/時) 

下りの速さは 

  42÷1
3

4
=24 (km/時) 

（足して２で割る） 

静水時の速さは上りの速さと下りの速さの平均 

（流れの速さ）＝（静水時の速さ）－（上りの速さ） 

静水時の速さ・・・毎時 19km , 川の流れの速さ・・・毎時 5km 



 

 

 

右上の図において， 

静水時の速さをださずに， 

上りの速さと下りの速さの関係から 

 9-5=④ 

④が(2.4x2=)4.8km/時にあたるので 

 ①は(4.8÷4 =) 1.2km/時 

 

 

上りの速さを時速⑤ 下りの速さを時速⑨ 

として 3 本線に書き入れます。。 

 

静水時の速さ平均ですから， 

(5 + 9)÷2 = ⑦ 

(7-5=)②が 2.4km/時にあたるので 

①は 2.4÷2=1.2km/時 

上りは⑤なので 

1.2x5=6 (km/時) 

上りに 45 分かかっているので， 

道のりは， 

6x
45

60
 = 4.5(km)・・・AB 間の道のり 

 

4.5km 

⑦ 

まず， 

上りと下りの速さの比を出します。 

（上りの速さ）：（下りの速さ） 

= 
1

45
 : 

1

25
 

= 25 : 45 

= 5 : 9 

上りの速さ 

静水時の速さ 

下りの速さ 

  

 

流れの速さ 



 

 

 

必修例題 4 

 

上流 

(2) グラフから２つの船は，2 回目

の出会いから出発地点に戻る時間

は同じです。（14 時） 

（往復にかかる時間が同じだから） 

 

 

 

 

図のように Ｈ，Ａ，Ｂ 

とすると,ＨＢ間の速さは 12km/時 

     ＨＡ間の速さは 18km/時 

ＡＢ間の道のりは 36km なので 

ＨＡ（Ｂ）間の時間（▲）は・・・ 

      36÷(12+18)= 1.2 時間 

したがって，求める距離は  

Ｐ船が時速 18km で 1.2 時間進んだ

所。   ↓ 

    18x1.2 = 21.6km 

下流 

静水時の速さ・・・ 

流れの速さ ・・・ 

毎時 15km 

毎時 3km 

 

21.6km 

 



 

 

 

 

 

 

 

次郎の静水時の速さは 

(2+4)÷2=3 

 

ここで，次郎君の上りの

速さを毎分２とすると，

AB 間の道のりは 

  2x42=84 

この 84 の道のりを流れの

速さ 1 で下るので 

かかる時間は， 

  84÷1=84 分 

84 分 
6 分間 

次郎君のデーターから流

れの速さの比を出します。 

２人が出会った場所をＰ点とす

ると，太郎君は AP 間を１２分，

AB 間を２８分かかっていますから

PB 間は(28-12=)16 分です。 

また，次郎君は PB間を 12分で

すから下の図のようになります。 

 



 

 

必修例題 5 

上の図から電車の長さ分走るのに 

8 秒かかることが分かります。 
「トンネルを通り抜ける」ということは上の 

図のようになることです。 

電車が走った道のりはトンネルの長さと

電車の長さの和です。 

電車の長さは 

25 x 8 = 200m 

 200 m 

速さは毎秒 25m ですから， 

求める時間は 

1950÷25 = 78 秒 

78 秒 



 

 

 

 

必修例題 6 

求める時間は 

280÷(15+25)=7 秒 

速さの和 

 PQ のはじめの距離は 120+160=280m 

  1 分 10 秒 = 70秒 より， 

 P と Q の速さの差は 

 280÷70＝4 秒 

 C の速さ(P の速さ)を 

 時速 km⇒秒速 m に直すと， 

 72x1000÷3600  

  = 20(m/秒) 

 したがって，D 列車の速さ(Q の速さ)は 

 20-4=16m/秒 = 16x60m/分 

     =16x60x60m/時  

     = 16x3600÷1000  

     =57.6 km/時 

     280m 

P-Q の差 70 秒 

=4 秒  

 

時速 57.6km 
 

(1) A,B ２つの電車のいちばん後ろの点

（いちばん遠い所）をそれぞれ P,Q とす

ると，下図のように 

点 P と点 Q の出会いの旅人算になり

ます。 

 

(2) ２つの電車のいちばん遠い所（C のいちば

ん後ろを P,D のいちばん前を Q とし， 

点 P と点 Q の追いつきの旅人算を考えま

す。 

7 秒 

 


